
▼kktニュースより抜粋

燃調費は
落ち着き気味だが
中部電力管内は
全国最高クラスの
電灯料金に
高止まり

2023年 2024年

政府支援の
激変緩和対策は
５月で終了。。。
また冬には
電気代高騰の波が
やってくる。

発電と蓄電

昨年より続く、電気代の激変緩和対策
補助金が５月分で終了し、再エネ賦課金も上昇…
では、一般家庭の対策は？？

補
助
金
終
了

5,405円

▼ANNニュースより抜粋



中部の電力事情 電気代上昇は資源輸入国 日本の宿命
天然ガス・原油・石炭・ウラン etc…

▲読売新聞 2023年8月24日より抜粋 2024.5.24

電気料金上昇の構造的要因

▲NHK ニュース７より抜粋

■ 国内全域での原発停止による、発電コストの上昇
■ 天然ガス（LNG）と石炭の価格高騰

①4円②38.95円+③3.49円+④3.44円
（①基本料金分、②電灯単価、③再エネ賦課金、④燃料調達費）
※電力メニューはスマートライフプランを参照
※燃料調達費は、2024年5月まで政府の3.5円/kWh補助あり

この１４年間で電気代は

月間
11,792円

400kWh×@49.88円＝19,952円

400kWh×＠20.4円＝8,160円
※年間平均電気代単価

2010年と2024年では月間の電気代がこれだけ違う！

※5月電気代単価

※計算はすべてSIソーラー調べによります。正確性を保証するものではありません。

年間電気代支出118,200円、年間電気使用量5,566kWh 総務省家計調査をもとに算出 負担増

２月
３月
４月

400kWh×＠47.03円＝18,812円
400kWh×＠47.63円＝19,052円
400kWh×＠47.75円＝19,100円

電
気
代
推
移

2010年月間電気代

2024年月間電気代

年間141,504円上昇！
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